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Q. ソリッドワイヤの記号の意味は？

A.
JIS Z 3312の内、ISOにならった表現をする場合の記号の意味を示します。
YGW11～19は従来通りの記号が使用できますが、YGW21～24については下記の記号のみとなり
ました。

出典：JIS Ｚ 3312：2009解説

JIS Ｚ 3312：ソリッドワイヤの種類の記号

マグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤの記号

溶着金属の引張特性の記号

溶接後熱処理の記号

A：溶接のまま、Ｐ：溶接後熱処理あり
ＡＰ：溶接のまま及び溶接後熱処理あり

衝撃試験温度の記号

Ｙ：20℃、０：０℃、1：－５℃、２： －２０℃
以下n：（-n×１０℃）、Ｚ：試験を規定しない

シャルピー吸収エネルギーレベルの記号

記号なし：規定試験温度で27Ｊ以上または要求なし
Ｕ：規定試験温度で47Ｊ以上

シールドガスの種類の記号

Ｃ：炭酸ガス、Ｍ：炭酸ガス２０％～２５％とアルゴン
の混合ガス、Ａ：酸素１％～３％とアルゴンの混合ガ
ス、Ｇ：受渡当事者間の協定

ワイヤの化学成分の記号

例 ： Ｇ ４９ Ａ ０ Ｃ ３Ｍ１Ｔ

化学成分
Ｃ≦0.12、Si：0.40～1.00､Mn：1.40～2.10
P≦0.025、S≦0.025、Mo：0.10～0.45
Cu≦0.50、Ti:0.02～0.30

シールドガス：CO2

シャルピー衝撃試験の試験温度は０℃
0とCの間に記号がないので吸収ｴﾈﾙｷﾞｰは27J

溶接後、熱処理をせずそのまま試験を行う

溶接金属の引張強さ：490～670MPa、耐力≧390Mpa
伸び≧18％
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